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    副作用を軽減した植物由来成分からの抗がん剤 

植物由来成分からの抗がん剤の開発 

技術分野分類  ６８０４：創薬化学                       

技術キーワード  Ｃ：生物活性物質                      
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概  要 

 

抗がん剤治療の大きな問題として、薬剤投与による吐き気、脱毛、白血球減少と

いった副作用があります。このことは化学療法によってがん細胞のみならず正常細

胞も傷害を受けてしまうことに起因するものですが、こういった、がんの化学療法

によって生じる副作用を軽減し、究極的には、がんを克服するための薬の開発。 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

下図は、脳由来の正常細胞（実線）とがん細胞（破線）にリンゴの果皮から抽

出したウルソール酸という物質を与えた結果です。縦軸は、細胞の増殖（％）、横

軸は与えたウルソール酸の濃度（μM）を示しています。例えば、ウルソール酸 5

μMでは正常細胞は100％の増殖を示しています（つまり傷害を受けていません）

が、がん細胞は 40％以上が死滅しています。 

本技術の 

有用性 

がんの化学療法によって生じる副作用を軽減し、究極的には、がんを克服するた

め、リンゴ、ワサビ、甘草といった植物の由来成分およびその誘導体から副作用

のない抗がん剤の開発 

関連情報 

（図・表・写真等） 
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